
 

 

 

 

 

 

 

相原資源ごみ処理施設（仮称）整備事業に係る 

費用対効果分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 3 月 

 

 

 

 

 

町田市 

 
 



目  次 

 

1． 業務概要 ·············································································································· 1 

1.1 業務の目的 ······································································································ 1 

1.2 事業の目的・概要 ····························································································· 1 

1.3 施設の概要（規模の算定） ················································································· 1 

2． 費用対効果の分析及び評価 ······················································································ 2 

2.1 分析対象期間 ··································································································· 2 

2.2 社会的割引率 ··································································································· 2 

2.3 費用の計測 ······································································································ 2 

2.4 便益（効果）の計測 ·························································································· 2 

2.5 事業の評価 ······································································································ 3 

 

 



－1－ 

1． 業務概要 

 

1.1 業務の目的 

本業務は、町田市の資源ごみ処理施設整備について費用便益比を算定し、費用対効果の調査・

分析・検討等を行うことを目的とする。 

 

1.2 事業の目的・概要 

「町田市資源循環型施設整備基本計画」（2023年 5月改定）では、資源ごみ収集・運搬の効率化

を図り、収集車の集中を避け、交通渋滞等地域の負担を軽減するため、市内 2 か所に分散して資

源ごみ処理施設を配置することとしている。 

整備する資源ごみ処理施設の種類は、製品プラスチックの資源化を進める「プラスチックに係

る資源循環の促進に関する法律（プラスチック資源循環促進法）」が 2022 年 4 月に施行されたこ

とに伴い、次のとおりとする。 

①容器包装プラスチック・製品プラスチック圧縮梱包施設 

②カン選別処理施設 

③ビン選別処理施設 

④ペットボトル圧縮梱包施設 

⑤トレイ・紙パック 貯留場所 

⑥有害ごみ（乾電池・蛍光管等）貯留場所 

⑦小型家電 貯留場所 

 

1.3 施設の概要（規模の算定） 

ごみの組成調査結果やごみ量の実績値から年間ごみ量を推定し、「第 2 次町田市一般廃棄物資

源化基本計画アクションプラン」（2021年 3月）、「町田市資源循環型施設整備基本計画」（2023

年 5 月改定）をもとに、ごみの減量・資源化に向けた取り組みを考慮して 1 施設当たりの計画

年間ごみ処理量を以下のとおり設定されている。 

また、「町田市資源循環型施設整備基本計画」（2023 年 5 月改定）では、施設規模（1 施設あ

たりの処理能力）について、計画ごみ処理量をもとに以下のとおり設定している。 

容器包装プラスチック 2,400 t/年、製品プラスチック 480 t/年 （13.0t/5h） 

ペットボトル 572 t/年   （3.1t/5h） 

ビン類 1,387 t/年   （6.7t/5h） 

カン類 524 t/年   （3.4t/5h） 

有害ごみ 71.5 t/年 

小型家電 240 t/年 

白色発泡トレイ 3.5 t/年 

紙パック 7 t/年 
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2． 費用対効果の分析及び評価 

 

町田市資源ごみ処理施設の整備・運営が、費用対効果の面で有効であるかどうかを確認するた

め、「費用」として整備運営事業に対する支払費用、「効果」として整備を行わずに民間の一般廃

棄物処理施設へ委託する場合の費用をそれぞれ想定し、費用対効果（B/C：効果/費用）が 1.0を上

回る（費用に対して便益が上回る）事業であるかどうかの評価を行った。 

 

2.1 分析対象期間 

施設の整備期間は、令和 7～10（2025～2028）年度の計 4年間、その後の稼働期間については、

25年間（令和 11～35（2029～2053）年度）とし、計 29年間を分析対象期間とする。 

 

2.2 社会的割引率 

国土交通省「令和 5年度第 2回公共事業評価手法研究委員会（令和 5年 6月 22日）」において、

「社会的割引率は、全事業において当面 4％を適用する。」と定められていることも踏まえ、社会

資本整備に必要な国債や地方債などの資金調達コストの実情値を勘案し、4％と設定する。 

 

2.3 費用の計測 

対象とする費用については、施設整備費、維持管理・運営費、造成費及び用地費とする。 

（1） 施設整備費 

町田市資源循環型施設整備基本計画（2023年 5月改定）で示されている建設費（約 70億円）

とした。 

 

（2） 維持管理・運営費 

「町田市資源循環型施設事業計画（基本設計その 2）策定等支援業務委託（平成 27年 3月）」

Ⅱ．施設の管理運営に関する調査において、メーカーヒアリングをもとに設定された 20年間の

運営費から算定された 1年間当たりの運転管理費（人件費）143,000千円/年、用役費及び水光熱

費 13,000 千円/年、維持管理・補修費 44,000 千円/年に対して、国内企業物価指数（総平均）に

よる物価上昇 20％（2023年 9月／2015年 1月比≒1.19）を勘案して設定した。 

 

（3） 用地費 

用地取得に要する費用は、土地価格及び補償費等の経費を含めて、435,000 千円と設定した。 

 

2.4 便益（効果）の計測 

（1） 資源ごみの資源化・有効利用効果 

資源ごみの資源化・有効利用効果は、代替措置である委託処理費を計上した。 

ごみ処理委託費としては、町田市でのごみ処理経費の実績（2020～2022 年度）等を参考に、

資源ごみは 111,000円/t、有害ごみは 153,000円/tと想定する。 
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（2） 収集運搬の効率化効果 

ごみ処理施設を建設してごみ処理を行う場合と同様の「生活環境の保全効果、適正処理に関

する効果」を有する代替措置として委託処理する場合、市内の収集体制は変化しないとしても、

委託処理に加えて、積替・保管施設から委託先施設までの輸送は必要となるため、委託先施設

まで生じる輸送費を計上した。 

資源ごみを委託する民間の処理施設は未定であることから委託先施設までの輸送費を具体的

に設定することはできないため、市内の資源ごみ、有害ごみの収集経費と同程度とする。費用

の発生は、資源ごみ処理施設が稼働する令和 11（2029）年度から発生するものとする。 

 

（3） 積替・保管施設の効率化効果 

ごみ処理施設を建設してごみ処理を行う場合と同様の「生活環境の保全効果、適正処理に関

する効果」を有する代替措置として委託処理する場合、輸送を効率するため、積替・保管施設

（ストックヤード）の整備費・運営費及び用地費を計上した。 

資源ごみの積替・保管施設※の整備費（720,000 千円≒建物面積 2,400m2×300千円/m2）、作業・

維持管理費（63,600 千円/年＝6 人×7,000 千円/人･年＋整備費×3％）、用地費（200,000 千円≒

敷地面積 10,000m2×20千円/m2）とする。費用の発生は、資源ごみ処理施設の整備費は令和 7～

10（2025～2028）年度、作業・維持管理費は稼働する令和 11（2029）年度から発生するものと

する。 

 

（4） 資源物売却収益 

ごみ処理施設を建設してごみ処理を行う場合と同様の「適正処理に関する効果」を有する代

替措置として委託処理する場合、選別後のスチール缶、アルミ缶等を有価物として売却するこ

ととして、資源物量に売却単価を乗じた売却収入を便益に計上した。 

ペットボトル、アルミ・スチール缶の売却収入については、圧縮処理せずに搬出しても売却

収入があるため、バラ品とプレス品の買取価格の差額を便益とする。 

・ペットボトル（市内回収） ： 97.1 －24.2 ＝ 72.9円/kg 

・ペットボトル（拠点回収） ： 97.1 －46.2 ＝ 50.9円/kg 

・アルミ缶 ： 200.3 －95.0 ＝ 105.3円/kg 

・スチール缶 ： 43.1 －3.0 ＝ 40.1円/kg 

収益額については、2022年度の資源物量の実績、2024年度の売却予算単価から算出した収入

及び（公財）日本容器包装リサイクル協会の再商品化実施委託単価と市町村負担比率から算出

した支出の差額（78,500千円）とする。収益の発生は、資源ごみ処理施設が稼働する令和 11（2029）

年度から発生するものとする。 

 

2.5 事業の評価 

図 2.5.1 に示す費用対効果分析の結果、事業開始から 24 年目（稼働開始から 20 年目）におい

て、B/C が 1.016 となり 1 を超え、民間に委託するより本事業を実施する方が有利となった。ま

た、事業終了段階において B/C は 1.110 となり、本事業を実施した方が約 11％有利という結果と

なった。 
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図 2.5.1 費用対効果分析結果 

 

 

 

 

町田市資源ごみ処理施設 費用対効果分析

試算条件

社会的割引率 γ 4  ％

26.2  t/5h

処理量 ①資源ごみ 14.1  t/日

（製品プラスチック以外） 5,134  t/年

②有害ごみ 0.20  t/日

71.5  t/年

③資源ごみ 1.32  t/日

（製品プラスチック） 480  t/年

①施設整備費 7,000,000 千円

費用 ②維持管理・運営費 240,000 千円/年

6,000,000 千円/25年

③用地費 435,000 千円

①委託処理費（製品プラ以外） 111 千円/t

②委託処理費（有害ごみ） 153 千円/t

効果 ③委託処理費（製品プラ） 111 千円/t

④中継施設費　　　　　　　整備費 720,000 千円

作業・維持管理費 63,600 千円/年

用地費 200,000 千円

⑤資源物売却収益 78,500 千円/年

年度（西暦） 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040 2041 2042 2043 2044 2045 2046 2047 2048 2049 2050 2051 2052 2053

年　j 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

換算係数(1+r)(j-1) 1.000 1.040 1.082 1.125 1.170 1.217 1.265 1.316 1.369 1.423 1.480 1.539 1.601 1.665 1.732 1.801 1.873 1.948 2.026 2.107 2.191 2.279 2.370 2.465 2.563 2.666 2.772 2.883 2.999

資源ごみ(製品プラ以外）（t/年） － － － － 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134 5,134

有害ごみ（t/年） － － － － 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72 72

資源ごみ（製品プラ）（t/年） － － － － － － － － － － － － 480 480 480 480 480 480 480 480 480 480 480 480 480 480 480 480 480

①施設整備費 357,000 1,400,000 1,820,000 3,423,000 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

②維持管理・運営費 － － － － 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000

③用地費 435,000 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － －

 費用合計 792,000 1,400,000 1,820,000 3,423,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000 240,000

 費用現在価値合計 792,000 1,346,154 1,682,070 3,042,667 205,128 197,206 189,723 182,371 175,310 168,658 162,162 155,945 149,906 144,144 138,568 133,259 128,137 123,203 118,460 113,906 109,539 105,309 101,266 97,363 93,640 90,023 86,580 83,247 80,027

 費用累計 792,000 2,138,154 3,820,224 6,862,891 7,068,019 7,265,225 7,454,948 7,637,319 7,812,629 7,981,287 8,143,449 8,299,394 8,449,300 8,593,444 8,732,012 8,865,271 8,993,408 9,116,611 9,235,071 9,348,977 9,458,516 9,563,825 9,665,091 9,762,454 9,856,094 9,946,117 10,032,697 10,115,944 10,195,971

①委託処理費（製品プラ以外） － － － － 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819 569,819

②委託処理費（有害ごみ） － － － － 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940 10,940

③委託処理費（製品プラ） － － － － － － － － － － － － 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280 53,280

④中継施設整備・運営費・用地費 236,720 144,000 187,200 352,080 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600 63,600

⑤資源物売却収益 － － － － 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500 78,500

効果合計 236,720 144,000 187,200 352,080 722,858 722,858 722,858 722,858 722,858 722,858 722,858 722,858 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138 776,138

効果現在価値合計 236,720 138,462 173,013 312,960 617,827 593,967 571,429 549,284 528,019 507,982 488,418 469,693 484,783 466,149 448,117 430,948 414,382 398,428 383,089 368,362 354,239 340,561 327,484 314,863 302,824 291,125 279,992 269,212 258,799

効果累計 236,720 375,182 548,195 861,155 1,478,982 2,072,949 2,644,378 3,193,662 3,721,681 4,229,663 4,718,081 5,187,774 5,672,557 6,138,706 6,586,823 7,017,771 7,432,153 7,830,581 8,213,670 8,582,032 8,936,271 9,276,832 9,604,316 9,919,179 10,222,003 10,513,128 10,793,120 11,062,332 11,321,131

B/C 0.299 0.175 0.143 0.125 0.209 0.285 0.355 0.418 0.476 0.530 0.579 0.625 0.671 0.714 0.754 0.792 0.826 0.859 0.889 0.918 0.945 0.970 0.994 1.016 1.037 1.057 1.076 1.094 1.110

施設運営期間

施設規模

費 用

効果

施設運営期間

施設整備期間施設整備期間

ごみ
処理量

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

   0

  20

  40

  60

  80

 100

 120

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

経過年数

費用 効果 B/C

億円 B/C


